
〒
３
７
７
－
１
３
９
２　

群
馬

県
吾
妻

郡
長
野
原
町

大
字
長
野

原
１
３
４
０
－
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
０
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
１
１
５

発
行
：
長
野
原
町
議
会

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

令
和
７
年
1
0
月
第
１
４
５
号

令
和
７
年
1
0
月

2
7
日
発
行

７月臨時会・９月定例会の内容をお伝えします
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ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

表紙：八ッ場ダム（詳細は16㌻）

草津温泉感謝祭

第31回長野原町老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会

群馬県防災ヘリコプター事故殉職者七周年追悼式

第３回おいでよ！きたかる夏まつり

西吾妻福祉病院組合の例月出納検査及び
決算審査

議会運営委員会

ANAホリデイ・インリゾート軽井沢視察

群馬県後期高齢者医療広域連合議会

長野原町民生医院推薦会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会

吾妻環境施設組合議会定例会

全国町村議会議長会主催広報研修会

2日

6日

10日

16日

20日

22日

25日

26日

27日

28日

長野原町戦没者追悼式

やまどり運動会

第100回アサマ・ミーティング

リンク＆モチベーション説明会

産業安全衛生大会

広報編集委員会

群馬県町村議会議長会理事会

地域公共交通活性化協議会

消防団秋季点検

中之条町町制70周年・六合合併15周年記念式典

令和７年度第２回吾妻地域保健医療対策協議会
及び第２回同協議会地域医療構想部会
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16日
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23日
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小口資金等融資審査会
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長野原町議会全員協議会

令和７年９月第３回長野原町議会定例会

第52回知的障害者福祉月間記念行事

浅間小学校運動会

令和７年９月第３回長野原町議会定例会２日目

中之条ビエンナーレグランドレセプション

令和７年９月第３回長野原町議会定例会３日目

応桑こども園運動会

中央こども園運動会

西吾妻暴力追放推進協議会令和７年度通常総会

令和７年度西吾妻地区ピース・マインド
連絡協議会定期総会

中央小学校運動会

群馬県町村議会議長主催広報研修会
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第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

令和７年６月第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

長野原中学校体育祭

4日

9日

10日

11日

12日
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19日

26日

27日

29日

30日

９月

10月

議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。
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％
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下
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、
水
底
に
沈
ん

で
い
た
Ｊ
Ｒ
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線
や
道
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姿
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現
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ま
し
た
。
往
時
を
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の
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景
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、
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両
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新
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や
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が
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今
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の
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を
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感
し

ま
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た
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表紙の写真
令和７年９月１日に不動大橋より撮影。JR吾妻線の旧線
跡が姿を現していました。



７月臨時会・９月定例会で

こんなことがきまりました

財産取得・工事請負

町
診
療
所
に

新
し
い
医
療
機
器
を

導
入
！

工事
請負

財産
取得

工
事
契
約
３
件
議
決

「
Ｌ
Ｃ
Ａ
き
た
か
る
森
の
イ
ン
タ
ー
」

開
校
に
向
け
た
校
舎
改
修

　町
へ
き
地
診
療
所
に
、
内
視

鏡
シ
ス
テ
ム
と
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

モ
ニ
タ
が
新
し
く
導
入
さ
れ
ま

す
。　こ

れ
に
よ
り
、
診
療
の
質
が

向
上
し
、
検
査
や
治
療
の
幅
が

広
が
り
ま
す
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　旧
北
軽
井
沢
小
学
校
を
令
和

８
年
４
月
に
開
校
予
定
の
「
Ｌ

Ｃ

Ａ

き
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か

る

森

の

イ

ン

タ
ー
」
の
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舎
と
し
て
、
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活

用
す
る
た
め
改
修
し
ま
す
。
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総
合
運
動
場
の
野
外
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
と
野
球
場
の
照
明
設
備

を
、
省
エ
ネ
で
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
改
修
し
ま
す
。

水
道
に
緊
急
遮
断
弁
を

設
置

　
　災
害
や
事
故
な
ど
の
有
事
の

際
に
も
水
の
供
給
を
確
保
す
る

た
め
、
中
部
簡
易
水
道
（
中
央

第
三
配
水
池
）
に
緊
急
遮
断
弁

を
設
置
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

■取得する財産

取得する財産

取得金額

契約の相手方

消化器内視鏡システム及び

ベッドサイドモニタ １ 式

1449万2390円（税込）

株式会社スズケン群馬支店

支店長 武 誠

■９月定例会で可決した契約一覧（順不同）

総合運動場照明施設改修工事

旧北軽井沢小学校改修工事

中部簡易水道緊急遮断弁設置工事
（中央第三配水池）

工事名 契約金額 契　約

工事名 工事名 

吉澤建設株式会社

黒田工業株式会社

クシダ工業株式会社

6490万円

5423万円

6578万円

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５３ ２

　専決処分   　　　　　………　１件

　人事案件　　　　　　………　１件

　合　　計　　　　　　………　２件

主なものを当㌻より掲載します。

人事案件　　　　　　　………３件

条例改正　　　　　　　………４件

工事請負契約　　　　　………３件

補正予算　　　　　　　………７件

決算認定　　　　　　　………８件

その他　　　　　　　　………３件

合　　計　　　　　　………２８件

〇７月臨時会（7/15） 〇９月定例会（会期9/4ー18)

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■７月臨時会で可決した議案一覧

承
認

議
案

専決処分の承認

令和７年度一般会計補正予算（第３号）
令和７年度一般会計予算を補正するもの

1号

1号

議

　案

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■９月定例会で可決した議案一覧

報
告

選
挙

同
意

諮
問

認
定

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

教育委員会委員の任命同意

人権擁護委員候補者の推薦

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

財産の取得

工事請負契約の締結

各会計補正予算

工事請負契約の締結

令和６年度一般会計・４特別会計・３事業会計
決算認定

令和６度決算における当該比率について報告するもの

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙 欠員が生じたため、萩原広美議員を選任するもの

委員の任期満了に伴い吉﨑氏(再任)の任命について同意を求めるもの

仕事と生活の両立支援の拡充が10月１日から施行される事に伴い改正
するもの

へき地で働く医師に対して、勤務を支援及び促進を図るため改正するもの

株式会社による私立学校の意見聴取及び認可等を行う審議会の
設置に伴い改正するもの

消化器内視鏡システム及びベッドサイドモニタの購入

中部簡易水道緊急遮断弁設置工事（中央第三配水池）

総合運動場照明設備改修工事

令和７年度一般、３特別、３事業の各会計を補正するもの

旧北軽井沢小学校校舎改修工事

令和６年度各会計決算を認定するもの

1号

1号

1号

1号-２号
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5号
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15号
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4-7

８

委員の任期満了に伴い松本氏（再任）、中島氏（新任）の推薦について
意見を求めるもの
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９月定例会（一般会計決算認定）

　令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
を
全
員
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

　令
和
６
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
決
算
額
は
59
億
３
４
１

１
万
円
で
（
前
年
度
比
１
０

１
・
１
％
）
歳
出
決
算
額
は

55
億
５
０
２
万
円
で
（
前
年

度
比
１
０
１
％
）
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
４
億
２
９
０

８
万
円
（
繰
越
明
許
費
を
含

む
）
と
な
り
ま
し
た
。

　財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

国
税
収
入
の
増
加
な
ど
に
よ

り
地
方
交
付
税
が
増
え
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
８
０
２

９
万
円
の
増
収
と
な
り
し

た
。　 一

般
会
計

決
算
を
認
定 決算

令和６年度

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５５ ４

実質収支
（翌年度繰越額－歳入歳出差引額）

3億9321万円

※単年度歳入歳出の実質的差額。地方公共団体

の余剰金または純損失を表す。

経常収支比率

86.1％（前年度82.2％）

※地方公共団体の弾力性を表す指標。経常的経

費に経常一般財源収入がどの程度充当されてい

るかをみるもの。

実質単年度収支
（単年度収支＋実質黒字要素－実質赤字要素）

△9391万円

※単年度収支に黒字要素（積立金・繰上償還)や

赤字要素（積立金取り崩し）を加減したもので、

実質的な収支を把握するもの。

単年度収支
（前年度実質収支－実質収支）

2786万円

※単年度の純粋な収支を表す。

歳出

町税 　　17億6908万円
住民税、固定資産税、軽自動
車税などにより得たお金

総務費　　16億6221万円
全般的な事務や総合計画策定、
財産管理、統計、税の課税や
徴収などの事務に要したお金

教育費　　8億3978万円
学校やこども園の運営や教材購入、
天明泥流ミュージアムや総合運動場
などに要したお金

民生費　　7億6310万円
障がい者や高齢者に対する福祉の充実や
子育て支援などに要したお金

衛生費　　5億8506万円
環境保全、疾病予防、健康増進などに
要したお金

公債費　　4億2806万円
町の借金（町債）の返済に
充てたお金

土木費　　3億9241万円
道路整備や除雪などに要したお金

諸支出金　　2億9946万円
水道事業会計及び下水道事業会計へ
繰り出しているお金

議会費、商工費　　1億2157万円
議会運営、商工会や観光協会への補助金や
地域振興施設の維持管理に要したお金

消防費　　2億354万円
消防団の運営や防災無線の
管理などに要したお金農林水産業費　　2億978万円

農林業振興や有害鳥獣対策などに
要したお金

繰越金　　4億1610万円
令和５年度決算で繰り
越されたお金

繰入金　　5億3619万円
基金からの繰り入れなど

寄付金　　1億9118万円
ふるさと納税などで寄付されたお金

財産収入　　9128万円
町が有する財産の貸付けなどを行い得たお金

地方交付税　　15億6823万円
自治体間の格差をなくすため、
国から交付されたお金

国庫支出金　　3億2603万円
国からの補助金や委託金など
により得たお金

町債　　3億7681万円
国などから借りたお金

県支出金　　1億8705万円
県からの補助金や委託金
などにより得たお金

地方消費税交付金 　　1億4277万円
消費税など税収の一部を国が
町に交付したお金

その他の収入　　1億7538万円
法人事業税やゴルフ場利用税
などの交付金

その他の収入　　1億5395万円
他の収入科目に分類されないお金で、
各種証明書発行手数料や町税等の延
滞金など

歳入
自
主
財
源

依
存
財
源

◆町税収納済額の推移

■町民税　■固定資産税　■軽自動車税　■町たばこ税　■入湯税

令和６年度は、町税では前年度比5786万円の減収となりました。

令和４年度

令和５年度

令和６年度

0 5 10 15 20

◆借入金（地方債）残高の推移

令和６年度は、町の借金が前年度比3244万円の減少となりました。

令和４年度

令和５年度

令和６年度

4544434241403938

▲除雪車購入事業 ▲応桑小学校改修事業 ▲タクシー利用助成事業

令
和
６
年
度

主
な
事
業

（億）

（億）

※万円未満切捨

※総額は総計と項目累計で
　合わないことがあります。

41億5626万円

40億4557万円

40億1313万円

9月定例会（一般会計決算認定）



９月定例会（一般会計決算認定）

　令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
を
全
員
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

　令
和
６
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
決
算
額
は
59
億
３
４
１

１
万
円
で
（
前
年
度
比
１
０

１
・
１
％
）
歳
出
決
算
額
は

55
億
５
０
２
万
円
で
（
前
年

度
比
１
０
１
％
）
で
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
４
億
２
９
０

８
万
円
（
繰
越
明
許
費
を
含

む
）
と
な
り
ま
し
た
。

　財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

国
税
収
入
の
増
加
な
ど
に
よ

り
地
方
交
付
税
が
増
え
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
８
０
２

９
万
円
の
増
収
と
な
り
し

た
。　 一

般
会
計

決
算
を
認
定 決算

令和６年度
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ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５　 　６９　　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３７ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５７

　令
和
６
年
度
４
特
別
会
計

決
算
を
全
員
一
致
で
認
定
し

ま
し
た
。（
９
月
11
日
・
本

会
議
）

　こ
れ
ら
会
計
は
福
祉
、
地

域
医
療
な
ど
の
住
民
生
活
に

直
結
し
た
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
会
計
と
な
っ
て
お

り
、
住
民
の
負
担
軽
減
や
健

全
財
政
維
持
を
目
的
に
４
会

計
全
て
が
一
般
会
計
よ
り
繰

入
を
受
け
て
い
ま
す
。

　な
お
各
会
計
決
算
の
概
要

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■令和６年度特別会計決算の概要

※千円未満切捨
※一般会計繰入金は歳入決算額に含まれています。

特別会計決算認定・町の基金事業会計決算認定・研修参加

４
特
別
会
計
決
算
を
認
定

　令
和
６
年
度
水
道
事
業
会

計
・
浅
間
高
原
水
道
事
業
会

計
・
下
水
道
事
業
会
計
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。
（
９
月

11
日
・
定
例
会
） ３

事
業
会
計

経
営
状
況
良
化

特別会計名

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　　　　計

歳入決算額

7億7361万円

1億3229万円

6億7133万円

1億1673万円

16億9397万円

歳出決算額

6億4611万円

1億825万円

6億956万円

1億1320万円

14億7713万円

差　引

1億2749万円

2403万円

6176万円

353万円

2億1683万円

 一般会計繰入金  

4769万円　

1000万円　

8794万円　

2653万円　

1億7216万円　

町の基金（貯金）は
いくら？

　基金は町が特定の目的をもって条例で設置

する資金や財産のことです。令和６年度末現

在における主な町の基金状況は左表のとおり

となっています。

令和６年度

特別会計決算

認定

令和６年度

事業会計決算

認定

主な基金状況（令和６年度末現在）

※万円未満切捨

　 基 　 金 　 名 　 

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

多 目 的 基 金

地 域 福 祉 基 金

教育施設等整備基金

八ッ場ダム周辺整備事業基金

ふ る さ と 応 援 基 金

森林環境譲与税基金

増　減

△1億2178万円

2億5623万円

115万円

△502万円

△335万円

△914万円

△2837万円

1509万円

3001万円

△893万円

残　高

29億3718万円

12億1516万円

2億215万円

1億1963万円

1億2150万円

3億1453万円

1億8566万円

23億9675万円

2億3306万円

173万円

庁舎等公共施設整備

備品等取得基金

八ッ場ダム周辺整備

事業施設管理基金

　令
和
６
年
４
月
よ
り
地
方

公
営
企
業
法
適
用
移
行
に
伴

い
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
（
中
部
、
東
部
各
簡
易
水

道
事
業
）
と
北
軽
井
沢
簡
易

水
道
事
業
会
計
を
会
計
統
合

し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道

事
業
で
は
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
浄
化

槽
整
備
事
業
に
お
い
て
事
業

ご
と
に
特
別
会
計
を
設
置
し

運
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
経

営
基
盤
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組
む

た
め
３
つ
の
事
業
の
会
計
統

合
を
行
う
と
と
も
に
地
方
公

営
企
業
法
適
用
移
行
を
適
用

し
、
新
た
な
公
営
企
業
会
計

を
し
た
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　水
道
は
町
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
を
営
む
上
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
と
と

も
に
町
民
の
生
命
に
関
わ
る

機
能
で
す
。
将
来
に
わ
た
り

安
全
・
安
心
な
給
水
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
持
続
可
能
な

事
業
運
営
に
努
力
ま
い
り
ま

す
。

■令和６年度各事業会計決算概要（税込み・万円未満切捨）

■各事業会計に属する業務内容

■水道事業の業務量

3億606万円

2億9613万円

6885万円

1億475万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水　道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

4871万円

4339万円

597万円

2766万円

4759万円

3585万円

305万円

1643万円

102.4%

121.0%

195.6%

168.4%

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

浅間高原水道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

4億8426万円

4億6476万円

4334万円

4434万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

下水道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

長野原町の東部・中部地区において
給水業務

エンゼルフォレスト浅間高原、
浅間ハイランドパーク、浅間園における
給水業務

長野原町の西部地区において給水業務

中部簡易水道

東部簡易水道

北軽井沢簡易水道

浅間高原水道

水　道

浅間高原

下水道

事業内容事業会計名 事業区分

公共下水道事業処理区域における汚水処理業務

農業集落排水事業区域（3処理区）における汚水処理業務

市町村設置型浄化槽による汚水処理業務

公共下水道

農業集落排水

浄化槽整備

　全国町村議会議員を対象とし

た広報研修会が８月28日（木）に

LINE CUBE SHIBUYA（東京都）を

会場に開催され、本町議会広報

編集委員が参加しました。

　この研修の成果を生かし、読

まれる議会だよりを作成し、町

民に親しまれる議会だよりの編

集に取組んでいきます。

研修
全国町村議会議長会主催

町村議会広報研修会
場所：LINE CUBE SHIBUYA（東京都）

■下水道事業の業務量

水道 浅間高原水道

給水人口

給水戸数

年間配水量

処理区域内人口 

普及率 

年間処理水量 

5,011人

2,500戸

1,697,650㎥

1,671人

1,043戸

148,350㎥

4,256人

84.93%

503,858㎥

（万円未満切捨）
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軽
減
や
健

全
財
政
維
持
を
目
的
に
４
会

計
全
て
が
一
般
会
計
よ
り
繰

入
を
受
け
て
い
ま
す
。

　な
お
各
会
計
決
算
の
概
要

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■令和６年度特別会計決算の概要

※千円未満切捨
※一般会計繰入金は歳入決算額に含まれています。

特別会計決算認定・町の基金事業会計決算認定・研修参加

４
特
別
会
計
決
算
を
認
定

　令
和
６
年
度
水
道
事
業
会

計
・
浅
間
高
原
水
道
事
業
会

計
・
下
水
道
事
業
会
計
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。
（
９
月

11
日
・
定
例
会
） ３

事
業
会
計

経
営
状
況
良
化

特別会計名

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　　　　計

歳入決算額

7億7361万円

1億3229万円

6億7133万円

1億1673万円

16億9397万円

歳出決算額

6億4611万円

1億825万円

6億956万円

1億1320万円

14億7713万円

差　引

1億2749万円

2403万円

6176万円

353万円

2億1683万円

 一般会計繰入金  

4769万円　

1000万円　

8794万円　

2653万円　

1億7216万円　

町の基金（貯金）は
いくら？

　基金は町が特定の目的をもって条例で設置

する資金や財産のことです。令和６年度末現

在における主な町の基金状況は左表のとおり

となっています。

令和６年度

特別会計決算

認定

令和６年度

事業会計決算

認定

主な基金状況（令和６年度末現在）

※万円未満切捨

　 基 　 金 　 名 　 

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

多 目 的 基 金

地 域 福 祉 基 金

教育施設等整備基金

八ッ場ダム周辺整備事業基金

ふ る さ と 応 援 基 金

森林環境譲与税基金

増　減

△1億2178万円

2億5623万円

115万円

△502万円

△335万円

△914万円

△2837万円

1509万円

3001万円

△893万円

残　高

29億3718万円

12億1516万円

2億215万円

1億1963万円

1億2150万円

3億1453万円

1億8566万円

23億9675万円

2億3306万円

173万円

庁舎等公共施設整備

備品等取得基金

八ッ場ダム周辺整備

事業施設管理基金

　令
和
６
年
４
月
よ
り
地
方

公
営
企
業
法
適
用
移
行
に
伴

い
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
（
中
部
、
東
部
各
簡
易
水

道
事
業
）
と
北
軽
井
沢
簡
易

水
道
事
業
会
計
を
会
計
統
合

し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道

事
業
で
は
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
浄
化

槽
整
備
事
業
に
お
い
て
事
業

ご
と
に
特
別
会
計
を
設
置
し

運
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
経

営
基
盤
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組
む

た
め
３
つ
の
事
業
の
会
計
統

合
を
行
う
と
と
も
に
地
方
公

営
企
業
法
適
用
移
行
を
適
用

し
、
新
た
な
公
営
企
業
会
計

を
し
た
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　水
道
は
町
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
を
営
む
上
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
と
と

も
に
町
民
の
生
命
に
関
わ
る

機
能
で
す
。
将
来
に
わ
た
り

安
全
・
安
心
な
給
水
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
持
続
可
能
な

事
業
運
営
に
努
力
ま
い
り
ま

す
。

■令和６年度各事業会計決算概要（税込み・万円未満切捨）

■各事業会計に属する業務内容

■水道事業の業務量

3億606万円

2億9613万円

6885万円

1億475万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水　道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

4871万円

4339万円

597万円

2766万円

4759万円

3585万円

305万円

1643万円

102.4%

121.0%

195.6%

168.4%

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

浅間高原水道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

4億8426万円

4億6476万円

4334万円

4434万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

下水道

決算額 前年度決算額 前年度比企業会計名

長野原町の東部・中部地区において
給水業務

エンゼルフォレスト浅間高原、
浅間ハイランドパーク、浅間園における
給水業務

長野原町の西部地区において給水業務

中部簡易水道

東部簡易水道

北軽井沢簡易水道

浅間高原水道

水　道

浅間高原

下水道

事業内容事業会計名 事業区分

公共下水道事業処理区域における汚水処理業務

農業集落排水事業区域（3処理区）における汚水処理業務

市町村設置型浄化槽による汚水処理業務

公共下水道

農業集落排水

浄化槽整備

　全国町村議会議員を対象とし

た広報研修会が８月28日（木）に

LINE CUBE SHIBUYA（東京都）を

会場に開催され、本町議会広報

編集委員が参加しました。

　この研修の成果を生かし、読

まれる議会だよりを作成し、町

民に親しまれる議会だよりの編

集に取組んでいきます。

研修
全国町村議会議長会主催

町村議会広報研修会
場所：LINE CUBE SHIBUYA（東京都）

■下水道事業の業務量

水道 浅間高原水道

給水人口

給水戸数

年間配水量

処理区域内人口 

普及率 

年間処理水量 

5,011人

2,500戸

1,697,650㎥

1,671人

1,043戸

148,350㎥

4,256人

84.93%

503,858㎥

（万円未満切捨）



価格高騰重点支援事業（第５弾）
（5342万円）

　エネルギー、食糧品価格等高

騰による家計支援策として町民

一人当たり１万円の長野原町く

らし応援商品券を発行するもの

（基準日：令和７年７月１日）

浅間山北麓ビジターセンター
等管理事業

（600万円）

　通行禁止となっている浅間園

の吊り橋（鬼押出し橋）の改修

に伴い、吊り橋への続く遊歩道

の整備を行うもの

　令和７年度一般会計補正予算（第４号）を全員一致で可決しました。今回の

一般会計補正予算では、1億2091万円の追加補正を行うもので、浅間園遊歩道の

改修工事や道路維持事業を実施するものです。

農業振興事業
（125万円）

　資源循環型農業推進事業：堆

肥や緑肥等有機質資源を活用す

るために必要な施設整備・機械

導入に係る経費を補助するもの

７月臨時会・９月定例会（補正予算）

補正額

152万円

236万円

273万円

特別会計名

国民健康保険

へき地診療所

介護保険

補正後総額

7億3531万円

1億155万円

7億3442万円

会計名

1972万円

1972万円

880万円

880万円

220万円

220万円

収益的収入

収益的支出

資本的支出

資本的支出

収益的収入

収益的支出

3億958万円

3億901万円

3億187万円

8779万円

5億4808万円

5億4808万円

補正額  補正後総額

水道
事業会計

下水道
事業会計

浅間高原水道
事業会計

■特別会計補正予算一覧表

■公営企業会計補正予算一覧表

補正
予算

■７月臨時会（7/15）

　一般会計補正予算（第２号）[専決処分]

　286万円増額（計54億119万円）

　一般会計補正予算（第３号）

　5342万円増額（計54億5462万円）

■９月定例会（9/4）

　一般会計補正予算（第４号）

　1億2091万円増額（計55億7554万円）

一般会計補正額一覧

補正による主な事業

問う考えを町の町の町の

一般質問

（10 ㌻）

（11 ㌻）

（12 ㌻）

（13 ㌻）

（14 ㌻）

杉崎　能久　議員 

星河　明彦　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

湯本　宗一　議員

すぎざき

ほしかわ

あさぬま

まきやま

 ゆ  もと

よしひさ

   あきひこ

  かつ ゆき

　　　あきら

　　そう いち   

情報発信と移住定住促進について

９月
YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対

し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将

来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所

信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
。

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と

で
す
。

　９
月
定
例
会
で
は
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
人
口
減
少

問
題
や
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
10
㌻
か

ら
14
㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

人口減少を見据えた行政区と

地域組織の再編について

緊急銃猟制度の法律化に伴う町の

対応について

「安心して暮らせる町に」

野生鳥獣による農林業等被害対策について

人口減で集落として存立が難しくなって

きている地区の対策と古民家等の利活用

の検討について

（万円未満切捨）

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５９ ８
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一人当たり１万円の長野原町く

らし応援商品券を発行するもの
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問
と
は
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に
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し
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の
執
行
状
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や
将
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の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所

信
や
疑
問
を
た
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す
こ
と
。

報
告
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説
明
を
求
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る
こ
と

で
す
。

　９
月
定
例
会
で
は
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人
の

議
員
が
登
壇
し
、
人
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少

問
題
や
有
害
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獣
対
策
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ど

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
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内
容
（
10
㌻
か

ら
14
㌻
）
を
お
知
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せ
し
ま

す
。

人口減少を見据えた行政区と

地域組織の再編について

緊急銃猟制度の法律化に伴う町の
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人口減で集落として存立が難しくなって

きている地区の対策と古民家等の利活用
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い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
ず

は
長
野
原
町
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
。
長
野
原
町

の
良
さ
を
知
っ
て
貰
え
さ
え

す
れ
ば
、
町
外
の
方
、
特
に

子
育
世
代
の
方
は
、
情
報
を

取
り
に
来
る
は
ず
。
そ
の
時
、

ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町
の
様
々
な
施
策
や
サ
ー
ビ

ス
を
分
か
り
や
す
く
提
供
で

き
る
よ
う
に
整
え
て
い
く
の

が
役
場
の
役
目
だ
と
思
う
。

役
場
職
員
が
立
場
を
理
由
に
、

言
葉
づ
か
い
や
文
脈
を
硬
い

も
の
に
し
た
、
つ
ま
ら
な
い

発
信
を
す
る
よ
り
も
、
私
や

議
員
の
皆
さ
ん
を
筆
頭
に
沢

山
の
町
民
が
明
る
く
楽
し
い

言
葉
で
S
N
S
や
動
画
で
発

信
を
す
る
よ
う
な
町
を
目
指

し
た
い
。

ん
は
、
町
民
の
誰
よ
り
も
、

町
の
動
き
や
議
会
で
決
ま
っ

た
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
議
員
の
皆
さ
ん
が

町
民
の
皆
さ
ん
を
で
き
る
だ

け
巻
き
込
み
そ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
。
全
体
で
町
の
良
さ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
　
　
町
民
一
人
一
人
が
、

　
　
　
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
ふ

や
し
て
い
っ
て
、
町
の
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
自
分
自

身
の
仕
事
、
そ
れ
か
ら
価
値

感
・
思
い
、
今
な
ぜ
こ
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
、
例
え

ば
移
住
し
て
き
て
、
ど
う
い

う
生
き
方
が
実
現
で
き
た
の

か
と
か
、
特
に
北
軽
井
沢
を

中
心
に
転
入
者
は
多
い
の
で

巻
き
込
ん
で
い
く
の
も
面
白

い
。
町
長
の
発
信
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
人
の
声
を
最
近

よ
く
聞
く
。
私
も
情
報
発
信

は
続
け
て
い
く
が
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　町
長
　
自
分
も
政
治

　
　
　
家
の
1
人
と
し
て
発

信
し
て
い
く
。
私
と
議
員
の

皆
さ
ん
を
筆
頭
に
発
信
し
て

　
　
　
本
町
は
様
々
な
移
住

　
　
　
定
住
促
進
の
施
策
を

実
施
し
て
い
る
が
町
外
の

人
々
に
そ
の
情
報
は
十
分
に

届
い
て
な
い
。
支
援
策
や
子

育
て
環
境
が
整
っ
て
い
て
も
、

発
信
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
諸
々
の
施
策
と
情
報
発

信
を
一
体
化
さ
せ
る
考
え
が

あ
る
か
。

　
　
　
町
長
　
若
い
世
代
や

　
　
　
子
育
て
世
代
に
対
し

て
は
効
果
的
に
情
報
を
届
け

る
工
夫
が
必
要
だ
。
継
続
的

か
つ
効
果
的
に
運
用
し
て
い

く
た
め
に
は
専
門
的
な
知
識

や
人
材
の
確
保
、
費
用
の
問

題
も
あ
る
。
運
用
体
制
や
費

用
対
効
果
を
慎
重
に
見
極
め

た
上
で
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
新
し
い
こ
と
を
始
め

　
　
　
る
に
あ
た
っ
て
は
費

用
や
戦
略
が
大
切
。
情
報
発

信
が
継
続
で
き
る
か
ど
う
か

考えを問う町の

情報発信と移住定住促進について

効
果
的
な
発
信
に
努
め
て
い
く

は
、
根
本
的
に
楽
し
さ
が
あ

る
か
だ
。
楽
し
ん
で
発
信
で

き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

町
長
や
副
町
長
、
我
々
議
員

が
町
の
観
光
や
魅
力
を
紹
介

し
て
み
る
と
か
、
楽
し
く
発

信
し
て
い
れ
ば
、
周
り
の
人

も
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

町
民
一
人
一
人
が
積
極
的
に

情
報
発
信
を
す
る
よ
う
に
な

る
。
最
初
か
ら
き
っ
ち
り
決

め
た
も
の
で
は
な
く
て
、
無

料
で
お
金
を
か
け
ず
に
動
け

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
動
い
て
い
く
姿
勢
が
大
事

だ
。　

　
　町
長
　
現
在
、
議
員

　
　
　
の
中
で
S
N
S
等
を

使
っ
て
積
極
的
に
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
は
杉
崎
議
員
、

黒
岩
議
長
、
湯
本
議
員
の
３

名
だ
け
で
す
。
先
ず
は
議
員

の
皆
さ
ん
全
員
が
発
信
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

杉
崎
議
員
に
は
、
発
信
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
。
議
員
の
皆
さ

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１１ １０

は
人
口
減
少
が
著
し
い
で
す
。

消
防
団
な
ど
は
統
合
済
で
あ

り
、
行
政
区
も
早
急
に
大
鉈

を
振
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　町
長
　
何
度
も
区
長

　
　
　
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
区
も
あ
り
、
か
な

り
の
負
担
を
か
け
て
い
る
の

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
統

合
は
古
く
か
ら
の
伝
統
や
文

化
の
違
い
か
ら
、
た
め
ら
う

住
民
も
少
な
く
な
い
。
六
合

中
学
校
受
け
入
れ
の
よ
う
に

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

要
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
行

政
区
の
統
合
は
住
民
皆
さ
ん

の
意
見
や
思
い
を
尊
重
し
た

い
と
思
う
。
た
だ
、
住
民
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
早
急

に
や
る
必
要
が
あ
る
。
消
防

団
の
再
編
に
関
し
て
は
、
団

員
同
士
が
自
分
ご
と
に
な
り
、

何
度
も
議
論
を
か
わ
し
て
い

る
。
消
防
団
の
動
き
は
区
再

編
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

③
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
浅
間
高
原
未
来
構
想

　
　
　
を
詳
し
く
教
え
て
下

さ
い
。

　
　
　
浅
間
高
原
未
来
構
想

　
　
　
は
浅
間
高
原
に
限
ら

ず
、
町
全
体
を
対
象
と
し
、

町
内
外
の
長
野
原
町
を
愛
す

る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
と
展
開

し
、
町
全
体
で
持
続
可
能
な

モ
デ
ル
を
確
立
す
る
も
の
で

す
。
総
合
計
画
の
中
に
も
一

つ
の
柱
と
し
て
盛
り
込
ん
で

い
る
。
構
想
の
コ
ア
は
子
ど

も
達
の
未
来
を
創
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
全
体
を
通
し
て
星
河
議
員

の
テ
ー
マ
に
対
し
、
私
の
思

い
を
率
直
に
述
べ
ま
す
。
例

え
ば
現
在
の
区
長
の
シ
ス
テ

ム
は
1
年
交
代
で
す
が
、
町

の
議
員
が
区
長
を
兼
務
す
れ

ば
、
最
低
で
も
4
年
の
任
期

が
確
保
さ
れ
、
役
場
職
員
も

心
強
い
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

も
安
心
す
る
と
思
い
ま
す
。

現
時
点
で
議
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
賛
同
い
た
だ
け
な
い

と
思
う
が
、
人
口
減
少
を
見

据
え
た
再
編
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
ス
キ
ー
ム

は
非
常
に
面
白
い
と
思
う
。

②
地
域
組
織
の
機
能
見
直
し

に
つ
い
て

　
　
　
商
工
会
や
観
光
協
会

　
　
　
な
ど
の
地
域
組
織
の

機
能
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　町
長
　
商
工
会
・
観

　
　
　
光
協
会
も
会
員
減
少

で
従
来
型
の
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
、
町
は
迅
速

な
改
革
で
は
な
く
、
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
重
ね
、
持

続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
商
工
会
の
会
員
数
は

　
　
　
維
持
し
て
い
る
が
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。

観
光
協
会
は
３
つ
の
体
制
が

妥
当
か
疑
問
で
す
。
簡
易
郵

便
局
も
利
用
減
の
中
、
六
合

地
区
の
よ
う
に
時
短
営
業
も

検
討
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　町
長
　
商
工
会
は
地

　
　
　
域
を
支
え
る
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
補
助
金
や
人

材
派
遣
も
含
め
て
全
面
支
援

し
ま
す
。
活
動
が
不
十
分
な

団
体
に
は
将
来
の
方
向
性
を

明
確
に
示
す
よ
う
求
め
た
い
。

　
　
　
人
口
減
少
・
少
子
高

　
　
　
齢
化
に
よ
り
、
区
長

や
役
員
の
担
い
手
不
足
、
地

域
行
事
・
防
災
活
動
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
・
観
光
協
会
、
簡
易

郵
便
局
な
ど
の
組
織
も
会
員

や
利
用
者
の
減
少
で
従
来
の

形
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て

３
点
質
問
致
し
ま
す
。

①
行
政
区
の
再
編
に
つ
い
て

　
　
　
行
政
区
の
統
合
や
役

　
　
　
割
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す

か
。　

　
　町
長
　
人
口
減
少
で

　
　
　
担
い
手
不
足
や
活
動

継
続
困
難
の
声
が
あ
り
ま
す
。

行
政
区
統
合
や
機
能
見
直
し

も
含
め
住
民
と
協
議
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
高
齢
化
率
が
高
く
、

　
　
　
特
に
八
ッ
場
エ
リ
ア

人口減少を見据えた行政区と
地域組織の再編について

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 杉崎　能久　議員
よしひさすぎざき



い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
ず

は
長
野
原
町
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
。
長
野
原
町

の
良
さ
を
知
っ
て
貰
え
さ
え

す
れ
ば
、
町
外
の
方
、
特
に

子
育
世
代
の
方
は
、
情
報
を

取
り
に
来
る
は
ず
。
そ
の
時
、

ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町
の
様
々
な
施
策
や
サ
ー
ビ

ス
を
分
か
り
や
す
く
提
供
で

き
る
よ
う
に
整
え
て
い
く
の

が
役
場
の
役
目
だ
と
思
う
。

役
場
職
員
が
立
場
を
理
由
に
、

言
葉
づ
か
い
や
文
脈
を
硬
い

も
の
に
し
た
、
つ
ま
ら
な
い

発
信
を
す
る
よ
り
も
、
私
や

議
員
の
皆
さ
ん
を
筆
頭
に
沢

山
の
町
民
が
明
る
く
楽
し
い

言
葉
で
S
N
S
や
動
画
で
発

信
を
す
る
よ
う
な
町
を
目
指

し
た
い
。

ん
は
、
町
民
の
誰
よ
り
も
、

町
の
動
き
や
議
会
で
決
ま
っ

た
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
議
員
の
皆
さ
ん
が

町
民
の
皆
さ
ん
を
で
き
る
だ

け
巻
き
込
み
そ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
。
全
体
で
町
の
良
さ

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
　
　
町
民
一
人
一
人
が
、

　
　
　
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
ふ

や
し
て
い
っ
て
、
町
の
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
自
分
自

身
の
仕
事
、
そ
れ
か
ら
価
値

感
・
思
い
、
今
な
ぜ
こ
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
、
例
え

ば
移
住
し
て
き
て
、
ど
う
い

う
生
き
方
が
実
現
で
き
た
の

か
と
か
、
特
に
北
軽
井
沢
を

中
心
に
転
入
者
は
多
い
の
で

巻
き
込
ん
で
い
く
の
も
面
白

い
。
町
長
の
発
信
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
人
の
声
を
最
近

よ
く
聞
く
。
私
も
情
報
発
信

は
続
け
て
い
く
が
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　町
長
　
自
分
も
政
治

　
　
　
家
の
1
人
と
し
て
発

信
し
て
い
く
。
私
と
議
員
の

皆
さ
ん
を
筆
頭
に
発
信
し
て

　
　
　
本
町
は
様
々
な
移
住

　
　
　
定
住
促
進
の
施
策
を

実
施
し
て
い
る
が
町
外
の

人
々
に
そ
の
情
報
は
十
分
に

届
い
て
な
い
。
支
援
策
や
子

育
て
環
境
が
整
っ
て
い
て
も
、

発
信
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
諸
々
の
施
策
と
情
報
発

信
を
一
体
化
さ
せ
る
考
え
が

あ
る
か
。

　
　
　
町
長
　
若
い
世
代
や

　
　
　
子
育
て
世
代
に
対
し

て
は
効
果
的
に
情
報
を
届
け

る
工
夫
が
必
要
だ
。
継
続
的

か
つ
効
果
的
に
運
用
し
て
い

く
た
め
に
は
専
門
的
な
知
識

や
人
材
の
確
保
、
費
用
の
問

題
も
あ
る
。
運
用
体
制
や
費

用
対
効
果
を
慎
重
に
見
極
め

た
上
で
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
新
し
い
こ
と
を
始
め

　
　
　
る
に
あ
た
っ
て
は
費

用
や
戦
略
が
大
切
。
情
報
発

信
が
継
続
で
き
る
か
ど
う
か

考えを問う町の

情報発信と移住定住促進について

効
果
的
な
発
信
に
努
め
て
い
く

は
、
根
本
的
に
楽
し
さ
が
あ

る
か
だ
。
楽
し
ん
で
発
信
で

き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

町
長
や
副
町
長
、
我
々
議
員

が
町
の
観
光
や
魅
力
を
紹
介

し
て
み
る
と
か
、
楽
し
く
発

信
し
て
い
れ
ば
、
周
り
の
人

も
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

町
民
一
人
一
人
が
積
極
的
に

情
報
発
信
を
す
る
よ
う
に
な

る
。
最
初
か
ら
き
っ
ち
り
決

め
た
も
の
で
は
な
く
て
、
無

料
で
お
金
を
か
け
ず
に
動
け

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
動
い
て
い
く
姿
勢
が
大
事

だ
。　

　
　町
長
　
現
在
、
議
員

　
　
　
の
中
で
S
N
S
等
を

使
っ
て
積
極
的
に
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
は
杉
崎
議
員
、

黒
岩
議
長
、
湯
本
議
員
の
３

名
だ
け
で
す
。
先
ず
は
議
員

の
皆
さ
ん
全
員
が
発
信
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

杉
崎
議
員
に
は
、
発
信
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
。
議
員
の
皆
さ

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１１ １０

は
人
口
減
少
が
著
し
い
で
す
。

消
防
団
な
ど
は
統
合
済
で
あ

り
、
行
政
区
も
早
急
に
大
鉈

を
振
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　町
長
　
何
度
も
区
長

　
　
　
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
区
も
あ
り
、
か
な

り
の
負
担
を
か
け
て
い
る
の

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
統

合
は
古
く
か
ら
の
伝
統
や
文

化
の
違
い
か
ら
、
た
め
ら
う

住
民
も
少
な
く
な
い
。
六
合

中
学
校
受
け
入
れ
の
よ
う
に

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

要
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
行

政
区
の
統
合
は
住
民
皆
さ
ん

の
意
見
や
思
い
を
尊
重
し
た

い
と
思
う
。
た
だ
、
住
民
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
早
急

に
や
る
必
要
が
あ
る
。
消
防

団
の
再
編
に
関
し
て
は
、
団

員
同
士
が
自
分
ご
と
に
な
り
、

何
度
も
議
論
を
か
わ
し
て
い

る
。
消
防
団
の
動
き
は
区
再

編
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

③
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
浅
間
高
原
未
来
構
想

　
　
　
を
詳
し
く
教
え
て
下

さ
い
。

　
　
　
浅
間
高
原
未
来
構
想

　
　
　
は
浅
間
高
原
に
限
ら

ず
、
町
全
体
を
対
象
と
し
、

町
内
外
の
長
野
原
町
を
愛
す

る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
と
展
開

し
、
町
全
体
で
持
続
可
能
な

モ
デ
ル
を
確
立
す
る
も
の
で

す
。
総
合
計
画
の
中
に
も
一

つ
の
柱
と
し
て
盛
り
込
ん
で

い
る
。
構
想
の
コ
ア
は
子
ど

も
達
の
未
来
を
創
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
全
体
を
通
し
て
星
河
議
員

の
テ
ー
マ
に
対
し
、
私
の
思

い
を
率
直
に
述
べ
ま
す
。
例

え
ば
現
在
の
区
長
の
シ
ス
テ

ム
は
1
年
交
代
で
す
が
、
町

の
議
員
が
区
長
を
兼
務
す
れ

ば
、
最
低
で
も
4
年
の
任
期

が
確
保
さ
れ
、
役
場
職
員
も

心
強
い
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

も
安
心
す
る
と
思
い
ま
す
。

現
時
点
で
議
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
賛
同
い
た
だ
け
な
い

と
思
う
が
、
人
口
減
少
を
見

据
え
た
再
編
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
ス
キ
ー
ム

は
非
常
に
面
白
い
と
思
う
。

②
地
域
組
織
の
機
能
見
直
し

に
つ
い
て

　
　
　
商
工
会
や
観
光
協
会

　
　
　
な
ど
の
地
域
組
織
の

機
能
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　町
長
　
商
工
会
・
観

　
　
　
光
協
会
も
会
員
減
少

で
従
来
型
の
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
、
町
は
迅
速

な
改
革
で
は
な
く
、
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
重
ね
、
持

続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
商
工
会
の
会
員
数
は

　
　
　
維
持
し
て
い
る
が
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。

観
光
協
会
は
３
つ
の
体
制
が

妥
当
か
疑
問
で
す
。
簡
易
郵

便
局
も
利
用
減
の
中
、
六
合

地
区
の
よ
う
に
時
短
営
業
も

検
討
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　町
長
　
商
工
会
は
地

　
　
　
域
を
支
え
る
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
補
助
金
や
人

材
派
遣
も
含
め
て
全
面
支
援

し
ま
す
。
活
動
が
不
十
分
な

団
体
に
は
将
来
の
方
向
性
を

明
確
に
示
す
よ
う
求
め
た
い
。

　
　
　
人
口
減
少
・
少
子
高

　
　
　
齢
化
に
よ
り
、
区
長

や
役
員
の
担
い
手
不
足
、
地

域
行
事
・
防
災
活
動
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
・
観
光
協
会
、
簡
易

郵
便
局
な
ど
の
組
織
も
会
員

や
利
用
者
の
減
少
で
従
来
の

形
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て

３
点
質
問
致
し
ま
す
。

①
行
政
区
の
再
編
に
つ
い
て

　
　
　
行
政
区
の
統
合
や
役

　
　
　
割
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す

か
。　

　
　町
長
　
人
口
減
少
で

　
　
　
担
い
手
不
足
や
活
動

継
続
困
難
の
声
が
あ
り
ま
す
。

行
政
区
統
合
や
機
能
見
直
し

も
含
め
住
民
と
協
議
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
高
齢
化
率
が
高
く
、

　
　
　
特
に
八
ッ
場
エ
リ
ア

人口減少を見据えた行政区と
地域組織の再編について

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 杉崎　能久　議員
よしひさすぎざき



　
　
　
市
街
地
、
山
間
地
域

　
　
　
で
の
熊
被
害
で
の
大

き
さ
を
考
え
、
猟
友
会
に
対

す
る
世
間
の
見
る
目
も
安
全
、

安
心
を
守
る
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
猟
友
会
と
い
っ
た
よ

う
に
見
る
目
も
変
化
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
我
々
の
抱
え

　
　
　
る
問
題
は
、
猟
友
会

員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

の
解
消
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

緊
急
銃
猟
体
制
も
必
要
か
と

思
い
ま
す
が
、
狩
猟
と
か
動

物
の
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に
有
害
鳥
獣
に
対
し
て

も
あ
る
程
度
の
こ
と
は
自
分

で
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
気

運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
町
長
に
な
っ
て
す
ぐ
に
銃

の
所
持
免
許
と
狩
猟
免
許
を

と
っ
て
猟
友
会
に
も
入
会
し

ま
し
た
が
、
議
員
全
員
が
免

許
を
と
っ
て
、
議
会
全
体
で

鳥
獣
害
対
策
に
挑
ん
で
い
く

と
い
う
発
信
の
も
と
、
そ
の

背
中
を
町
民
に
示
す
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
真
剣
に
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
法
改

　
　
　
正
は
市
街
地
で
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

「
銃
猟
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
で
は
な
く
、
「
す
る

こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
法

改
正
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
銃

の
発
砲
で
人
に
危
害
が
あ
っ

た
時
、
そ
の
猟
友
会
員
を

1
0
0
%
国
が
守
っ
て
く
れ

る
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
状
況
を
考
え
る
と
、
私

は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下

で
許
可
を
下
す
こ
と
は
ま
ず

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
故
な

ら
ば
、
こ
の
緊
急
事
態
に
対

し
て
、
民
間
人
で
あ
る
猟
友

会
の
方
々
が
矢
面
に
立
つ
事

に
な
る
か
ら
で
す
。

　
今
回
、
国
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
作
る
の

で
あ
れ
ば
、
銃
を
発
砲
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
熊

に
出
く
わ
し
た
時
の
対
応
や

普
段
か
ら
の
心
構
え
な
ど
町

民
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
方
が
良

い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
近
年
、
熊
や
イ
ノ
シ

　
　
　
シ
と
い
っ
た
野
生
動

物
が
各
地
に
出
て
お
り
、
被

害
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

市
街
地
に
お
い
て
の
出
没
も

年
々
増
え
て
お
り
、
人
へ
の

被
害
も
各
地
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
9
月
1
日
よ
り
緊
急

銃
猟
制
度
が
法
律
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
町
村

の
責
任
が
大
き
く
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
長
野

原
町
に
お
い
て
も
周
り
を
山

林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
い
つ

被
害
が
出
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
長
野
原
町
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
法
改

　
　
　
正
に
よ
り
、
市
街
地

な
ど
で
野
生
動
物
に
よ
る
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
町
村
の
判
断
で
銃
を
使
っ

た
捕
獲
銃
猟
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
人
の
安
全
を
守
る

た
め
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、

銃
猟
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。
緊
急

考えを問う町の

緊急銃猟制度の法律化に伴う町の
対応について

安
全
対
策
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く

の
銃
猟
を
迅
速
か
つ
的
確
に

行
う
た
め
に
は
、
各
自
治
体

の
対
応
方
針
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
現
場
で
の
対
応
に
は

猟
友
会
の
皆
様
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
よ
り
実
効

性
の
あ
る
体
制
を
作
る
た
め

に
関
係
の
皆
様
か
ら
幅
広
く

ご
意
見
を
伺
い
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
守

る
た
め
、
安
全
対
策
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
全
国
的
に
熊
の
出
没

　
　
　
が
増
え
て
い
る
要
因

と
し
て
、
山
の
中
の
エ
サ
不

足
、
山
間
地
域
の
人
口
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ

た
多
く
の
要
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
吾
妻
郡
内
全
て
の

町
村
が
こ
の
「
緊
急
銃
猟
制

度
」
の
対
応
に
迫
ら
れ
る
自

治
体
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の

広
域
圏
で
情
報
交
換
を
し
合

い
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向
性

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１３ １２

　
　
　
応
桑
の
中
心
か
ら
離

　
　
　
れ
た
と
こ
ろ
に
滝
原
、

狩
宿
、
ア
テ
ロ
、
小
宿
地
区

な
ど
が
人
口
と
し
て
大
変
少

な
い
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

狩
宿
9
軒
、
滝
原
は
３
軒
。

狩
宿
に
は
大
正
14
年
に
生
ま

れ
た
方
が
一
人
で
住
ん
で
い

る
。
役
場
の
保
健
師
や
健
康

福
祉
課
の
人
、
民
生
委
員
さ

ん
、
移
動
販
売
車
に
も
寄
っ

て
も
ら
っ
て
一
人
で
暮
ら
し

て
い
る
。
一
人
で
な
ん
と
か

最
後
ま
で
住
み
続
け
た
い
と

考
え
る
人
は
こ
れ
か
ら
も
出

て
く
る
と
思
う
。
滝
原
に
は

狩
宿
関
所
の
門
と
い
う
の
が

あ
る
。
大
き
な
養
蚕
を
や
っ

た
民
家
が
ま
だ
か
な
り
良
い

状
態
で
残
っ
て
い
る
。
日
本

の
明
治
以
降
の
発
展
を
考
え

た
時
、
養
蚕
の
歴
史
は
大
変

重
要
。
長
野
原
町
全
体
に
養

蚕
を
や
っ
た
大
き
な
農
家
は

残
っ
て
い
る
。
体
系
的
に
整

理
し
て
存
在
を
も
っ
と
知
ら

せ
る
と
か
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
、
少
な
い
人
数
に

な
っ
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る

る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　
　
　
一
例
に
滝
原
と
か
狩

　
　
　
宿
を
出
し
た
が
、
長

野
原
町
全
体
の
あ
る
意
味
縮

図
だ
と
考
え
る
。
水
没
地
区

で
あ
ろ
う
が
長
野
原
の
町
中

で
あ
ろ
う
が
、
大
津
で
も
羽

根
尾
で
も
与
喜
屋
で
も
、

ほ
っ
て
お
い
て
維
持
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
商
店
な
ど

も
後
継
者
が
出
な
け
れ
ば
い

ず
れ
閉
め
ざ
る
を
え
な
い
。

い
ま
経
営
し
て
い
る
人
が
で

き
る
だ
け
長
く
そ
こ
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
町
長
　
文
化
財
地
域

　
　
　
活
用
計
画
で
は
、
道

端
に
あ
る
道
祖
神
な
ど
の
石

造
物
に
力
を
入
れ
た
。
町
中

で
2
0
0
0
体
を
超
え
る
。

人
口
が
少
な
い
時
代
に
ど
う

し
て
こ
れ
ら
が
守
ら
れ
て
き

た
の
か
。
ま
さ
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
だ
。
こ
れ
ら
を
守

れ
な
い
よ
う
な
ら
到
底
古
民

家
な
ど
守
れ
な
い
。
歴
史
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
集

落
の
支
援
に
も
繋
が
る
の
で
、

町
全
体
を
巻
き
込
ん
で
取
り

組
み
た
い
。

こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
文
化

財
保
存
活
用
計
画
策
定
事
業

に
期
待
す
る
。

　
　
　
町
長
　
車
や
長
距
離

　
　
　
移
動
を
す
る
手
段
の

な
い
方
の
一
番
の
困
り
事
は

医
療
と
買
い
物
だ
と
思
う
。

町
の
福
祉
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
、
移
動
販
売
車
を

使
え
ば
あ
る
程
度
の
こ
と
は

解
決
で
き
る
と
思
う
。
A
I

や
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
こ
と
で

更
に
世
界
は
広
が
る
。
I
C

T
の
急
速
な
発
展
は
大
き
く
、

見
守
り
な
ど
は
I
C
T
や

A
I
が
主
流
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
導
入
や
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
て
地
域
が
サ

ポ
ー
ト
出
来
る
仕
組
み
を
作

り
た
い
。

　
集
落
と
し
て
存
続
が
難
し

く
な
る
可
能
性
の
大
き
い
応

桑
の
新
田
地
区
に
医
療
と
買

い
物
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
を
整
備
し
た

こ
と
は
英
断
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ク
ワ
テ
ラ
ス
を
ど
う
生
か
す

か
。
地
域
の
心
が
重
要
だ
と

思
う
。
古
民
家
再
生
に
関
し

て
公
費
で
や
る
の
は
と
て
も

難
し
い
。
国
の
有
形
登
録
文

化
財
で
あ
る
狩
宿
茶
屋
本
陣

で
さ
え
、
町
民
の
理
解
を
得

　
　
　
人
口
減
で
集
落
の
存

　
　
　
立
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
地
区
が
出
て
き
て
い
る
。

一
方
で
歴
史
的
に
重
要
な
民

家
や
史
跡
等
も
多
く
あ
る
と

考
え
る
。
一
人
、
二
人
に

な
っ
て
も
住
み
続
け
ら
れ
る

対
策
と
古
民
家
等
の
保
存
利

活
用
に
つ
い
て
の
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
町
長
　
高
齢
化
が
進

　
　
　
む
地
域
で
集
落
と
し

て
の
機
能
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
地
区
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
歴
史
的
、
文
化
的
価

値
が
あ
る
古
民
家
や
史
跡
が

残
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
自
然
豊

か
で
観
光
資
源
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
顕
著
な
地
域
で

も
生
活
基
盤
や
地
域
活
動
が

で
き
る
包
括
支
援
を
検
討
す

る
と
と
も
に
地
域
の
歴
史
、

文
化
を
守
り
次
世
代
へ
と
継

承
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り

も
考
え
て
い
く
。

人口減で集落として存立が難しく
なってきている地区の対策と
古民家等の利活用の検討について

『
生
き
る
力
を
育
む
町
』
を
共
に

創
っ
て
い
く

牧山　　明　議員
まきやま あきら
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市
街
地
、
山
間
地
域

　
　
　
で
の
熊
被
害
で
の
大

き
さ
を
考
え
、
猟
友
会
に
対

す
る
世
間
の
見
る
目
も
安
全
、

安
心
を
守
る
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
猟
友
会
と
い
っ
た
よ

う
に
見
る
目
も
変
化
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
我
々
の
抱
え

　
　
　
る
問
題
は
、
猟
友
会

員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

の
解
消
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

緊
急
銃
猟
体
制
も
必
要
か
と

思
い
ま
す
が
、
狩
猟
と
か
動

物
の
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に
有
害
鳥
獣
に
対
し
て

も
あ
る
程
度
の
こ
と
は
自
分

で
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
気

運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
町
長
に
な
っ
て
す
ぐ
に
銃

の
所
持
免
許
と
狩
猟
免
許
を

と
っ
て
猟
友
会
に
も
入
会
し

ま
し
た
が
、
議
員
全
員
が
免

許
を
と
っ
て
、
議
会
全
体
で

鳥
獣
害
対
策
に
挑
ん
で
い
く

と
い
う
発
信
の
も
と
、
そ
の

背
中
を
町
民
に
示
す
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
真
剣
に
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
法
改

　
　
　
正
は
市
街
地
で
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

「
銃
猟
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
で
は
な
く
、
「
す
る

こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
法

改
正
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
銃

の
発
砲
で
人
に
危
害
が
あ
っ

た
時
、
そ
の
猟
友
会
員
を

1
0
0
%
国
が
守
っ
て
く
れ

る
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
状
況
を
考
え
る
と
、
私

は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下

で
許
可
を
下
す
こ
と
は
ま
ず

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
故
な

ら
ば
、
こ
の
緊
急
事
態
に
対

し
て
、
民
間
人
で
あ
る
猟
友

会
の
方
々
が
矢
面
に
立
つ
事

に
な
る
か
ら
で
す
。

　
今
回
、
国
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
作
る
の

で
あ
れ
ば
、
銃
を
発
砲
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
熊

に
出
く
わ
し
た
時
の
対
応
や

普
段
か
ら
の
心
構
え
な
ど
町

民
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
方
が
良

い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
近
年
、
熊
や
イ
ノ
シ

　
　
　
シ
と
い
っ
た
野
生
動

物
が
各
地
に
出
て
お
り
、
被

害
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

市
街
地
に
お
い
て
の
出
没
も

年
々
増
え
て
お
り
、
人
へ
の

被
害
も
各
地
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
9
月
1
日
よ
り
緊
急

銃
猟
制
度
が
法
律
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
町
村

の
責
任
が
大
き
く
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
長
野

原
町
に
お
い
て
も
周
り
を
山

林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
い
つ

被
害
が
出
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
長
野
原
町
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
法
改

　
　
　
正
に
よ
り
、
市
街
地

な
ど
で
野
生
動
物
に
よ
る
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
町
村
の
判
断
で
銃
を
使
っ

た
捕
獲
銃
猟
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
人
の
安
全
を
守
る

た
め
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、

銃
猟
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。
緊
急

考えを問う町の

緊急銃猟制度の法律化に伴う町の
対応について

安
全
対
策
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く

の
銃
猟
を
迅
速
か
つ
的
確
に

行
う
た
め
に
は
、
各
自
治
体

の
対
応
方
針
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
現
場
で
の
対
応
に
は

猟
友
会
の
皆
様
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
よ
り
実
効

性
の
あ
る
体
制
を
作
る
た
め

に
関
係
の
皆
様
か
ら
幅
広
く

ご
意
見
を
伺
い
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
守

る
た
め
、
安
全
対
策
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
全
国
的
に
熊
の
出
没

　
　
　
が
増
え
て
い
る
要
因

と
し
て
、
山
の
中
の
エ
サ
不

足
、
山
間
地
域
の
人
口
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ

た
多
く
の
要
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
吾
妻
郡
内
全
て
の

町
村
が
こ
の
「
緊
急
銃
猟
制

度
」
の
対
応
に
迫
ら
れ
る
自

治
体
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の

広
域
圏
で
情
報
交
換
を
し
合

い
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向
性

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１３ １２

　
　
　
応
桑
の
中
心
か
ら
離

　
　
　
れ
た
と
こ
ろ
に
滝
原
、

狩
宿
、
ア
テ
ロ
、
小
宿
地
区

な
ど
が
人
口
と
し
て
大
変
少

な
い
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

狩
宿
9
軒
、
滝
原
は
３
軒
。

狩
宿
に
は
大
正
14
年
に
生
ま

れ
た
方
が
一
人
で
住
ん
で
い

る
。
役
場
の
保
健
師
や
健
康

福
祉
課
の
人
、
民
生
委
員
さ

ん
、
移
動
販
売
車
に
も
寄
っ

て
も
ら
っ
て
一
人
で
暮
ら
し

て
い
る
。
一
人
で
な
ん
と
か

最
後
ま
で
住
み
続
け
た
い
と

考
え
る
人
は
こ
れ
か
ら
も
出

て
く
る
と
思
う
。
滝
原
に
は

狩
宿
関
所
の
門
と
い
う
の
が

あ
る
。
大
き
な
養
蚕
を
や
っ

た
民
家
が
ま
だ
か
な
り
良
い

状
態
で
残
っ
て
い
る
。
日
本

の
明
治
以
降
の
発
展
を
考
え

た
時
、
養
蚕
の
歴
史
は
大
変

重
要
。
長
野
原
町
全
体
に
養

蚕
を
や
っ
た
大
き
な
農
家
は

残
っ
て
い
る
。
体
系
的
に
整

理
し
て
存
在
を
も
っ
と
知
ら

せ
る
と
か
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
、
少
な
い
人
数
に

な
っ
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る

る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　
　
　
一
例
に
滝
原
と
か
狩

　
　
　
宿
を
出
し
た
が
、
長

野
原
町
全
体
の
あ
る
意
味
縮

図
だ
と
考
え
る
。
水
没
地
区

で
あ
ろ
う
が
長
野
原
の
町
中

で
あ
ろ
う
が
、
大
津
で
も
羽

根
尾
で
も
与
喜
屋
で
も
、

ほ
っ
て
お
い
て
維
持
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
商
店
な
ど

も
後
継
者
が
出
な
け
れ
ば
い

ず
れ
閉
め
ざ
る
を
え
な
い
。

い
ま
経
営
し
て
い
る
人
が
で

き
る
だ
け
長
く
そ
こ
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
町
長
　
文
化
財
地
域

　
　
　
活
用
計
画
で
は
、
道

端
に
あ
る
道
祖
神
な
ど
の
石

造
物
に
力
を
入
れ
た
。
町
中

で
2
0
0
0
体
を
超
え
る
。

人
口
が
少
な
い
時
代
に
ど
う

し
て
こ
れ
ら
が
守
ら
れ
て
き

た
の
か
。
ま
さ
に
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
だ
。
こ
れ
ら
を
守

れ
な
い
よ
う
な
ら
到
底
古
民

家
な
ど
守
れ
な
い
。
歴
史
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
集

落
の
支
援
に
も
繋
が
る
の
で
、

町
全
体
を
巻
き
込
ん
で
取
り

組
み
た
い
。

こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
文
化

財
保
存
活
用
計
画
策
定
事
業

に
期
待
す
る
。

　
　
　
町
長
　
車
や
長
距
離

　
　
　
移
動
を
す
る
手
段
の

な
い
方
の
一
番
の
困
り
事
は

医
療
と
買
い
物
だ
と
思
う
。

町
の
福
祉
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
、
移
動
販
売
車
を

使
え
ば
あ
る
程
度
の
こ
と
は

解
決
で
き
る
と
思
う
。
A
I

や
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
こ
と
で

更
に
世
界
は
広
が
る
。
I
C

T
の
急
速
な
発
展
は
大
き
く
、

見
守
り
な
ど
は
I
C
T
や

A
I
が
主
流
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
導
入
や
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
て
地
域
が
サ

ポ
ー
ト
出
来
る
仕
組
み
を
作

り
た
い
。

　
集
落
と
し
て
存
続
が
難
し

く
な
る
可
能
性
の
大
き
い
応

桑
の
新
田
地
区
に
医
療
と
買

い
物
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
を
整
備
し
た

こ
と
は
英
断
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ク
ワ
テ
ラ
ス
を
ど
う
生
か
す

か
。
地
域
の
心
が
重
要
だ
と

思
う
。
古
民
家
再
生
に
関
し

て
公
費
で
や
る
の
は
と
て
も

難
し
い
。
国
の
有
形
登
録
文

化
財
で
あ
る
狩
宿
茶
屋
本
陣

で
さ
え
、
町
民
の
理
解
を
得

　
　
　
人
口
減
で
集
落
の
存

　
　
　
立
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
地
区
が
出
て
き
て
い
る
。

一
方
で
歴
史
的
に
重
要
な
民

家
や
史
跡
等
も
多
く
あ
る
と

考
え
る
。
一
人
、
二
人
に

な
っ
て
も
住
み
続
け
ら
れ
る

対
策
と
古
民
家
等
の
保
存
利

活
用
に
つ
い
て
の
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
町
長
　
高
齢
化
が
進

　
　
　
む
地
域
で
集
落
と
し

て
の
機
能
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
地
区
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
歴
史
的
、
文
化
的
価

値
が
あ
る
古
民
家
や
史
跡
が

残
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
自
然
豊

か
で
観
光
資
源
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
顕
著
な
地
域
で

も
生
活
基
盤
や
地
域
活
動
が

で
き
る
包
括
支
援
を
検
討
す

る
と
と
も
に
地
域
の
歴
史
、

文
化
を
守
り
次
世
代
へ
と
継

承
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り

も
考
え
て
い
く
。

人口減で集落として存立が難しく
なってきている地区の対策と
古民家等の利活用の検討について

『
生
き
る
力
を
育
む
町
』
を
共
に

創
っ
て
い
く

牧山　　明　議員
まきやま あきら

考えを問う町の
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声
を
届
け
て
ほ
し
い
。

に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
議
員
の
皆
様
や
猟
友

会
の
皆
様
、
警
察
の
皆
様
と

も
、
よ
り
一
層
し
っ
か
り
と

連
携
を
図
り
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
町
民
の
皆
様
が
安
心

　
　
　
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

町
か
ら
の
熱
い
応
援
と
力
強

い
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し

た
い
が
、
町
長
の
思
い
、
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
野
生
鳥
獣
に

　
　
　
よ
る
被
害
へ
の
支
援

な
の
か
、
住
民
の
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
な
の
か
、
あ
る
い
は

猟
友
会
に
対
す
る
補
助
な
の

か
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
町
と
し
て
金
銭
的
支

援
は
可
能
で
あ
る
。

　
補
助
金
の
増
額
が
根
本
的

な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
が

来
年
度
当
初
予
算
ま
で
に
野

生
鳥
獣
被
害
に
関
連
す
る
補

助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
し
、
来
年
３
月
の

議
会
に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
も
、
湯
本
議
員
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

行
動
で
町
民
の
皆
様
の
生
の

　
　
　
全
国
的
に
野
生
鳥
獣

　
　
　
に
よ
る
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
が
数
多
く
発
生
し

て
お
り
、
我
が
町
に
お
い
て

も
、
そ
の
被
害
に
加
え
、
高

齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
野
生
鳥
獣
の
被
害
対
策
を

さ
ら
に
拡
充
・
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
が
、

町
長
の
思
い
や
考
え
を
聞
き

た
い
。

　
　
　
町
長
　
野
生
鳥
獣
対

　
　
　
策
と
し
て
、
電
気
柵

な
ど
の
資
材
購
入
に
対
す
る

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
今

年
度
か
ら
は
音
波
に
よ
り
野

生
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
駆

逐
装
置
の
貸
し
出
し
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、

檻
や
罠
を
設
置
し
、
定
期
的

に
見
回
り
を
行
い
な
が
ら
、

捕
獲
・
駆
除
な
ど
を
進
め
て

い
る
。

　
最
近
で
は
、
サ
ル
の
目
撃

「安心して暮らせる町に」
野生鳥獣による農林業等
被害対策について

引
き
続
き
対
策
を
進
め
て
い
く

情
報
が
相
次
い
で
お
り
、
被

害
を
防
ぐ
た
め
サ
ル
を
追
い

払
う
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な
ど
の

資
材
を
無
料
で
配
布
し
て
い

る
。

　
　
　
地
域
住
民
の
皆
様
に

　
　
　
野
生
鳥
獣
の
生
態
等

に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
習

会
や
講
演
会
の
開
催
等
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
動
物
に
関
す

　
　
　
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
一

人
ひ
と
り
が
高
め
て
い
く
こ

と
は
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。
農
作
物
へ
の
被
害

対
策
も
重
要
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
人

の
命
を
守
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

　
様
々
な
動
物
に
対
す
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て

い
く
取
り
組
み
に
公
費
を
か

け
る
こ
と
は
、
非
常
に
良
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
野
生
鳥
獣
の
被
害
が
実
際

リテラシーとは

⇒ある特定の分野に関する知識やそれを効果的に活用する能力ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１５ １４

考えを問う町の

湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

　
平
素
よ
り
長
野
原
町
議
会

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

議
長
人
事
を
め
ぐ
っ
て
二
度

に
わ
た
り
不
信
任
決
議
が
提

出
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
支
障
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
し
、
正

常
な
議
会
運
営
を
取
り
戻
す

た
め
、
議
員
全
員
で
協
議
を

行
い
、
次
の
よ
う
な
方
向
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

①
黒
岩
議
長
は
、
令
和
８
年

５
月
臨
時
会
で
必
ず
辞
表

を
提
出
す
る
こ
と
。

②
議
長
・
副
議
長
の
任
期
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
慣

例
を
明
文
化
し
、
今
後
は

必
ず
守
る
こ
と
。
　

②
の
慣
例
の
明
文
化
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
長
野
原
町

議
会
議
長
・
副
議
長
任
期
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

�■
趣
旨

　
本
申
し
合
わ
せ
は
、
長
野

原
町
議
会
に
お
け
る
議
長
及

び
副
議
長
の
任
期
に
つ
い
て
、

透
明
性
と
公
平
性
を
確
保
し
、

議
会
運
営
の
円
滑
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

�■
第
１
条
（
任
期
）

　
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
任

期
は
原
則
２
年
と
し
、
任
期

終
了
時
に
辞
職
願
を
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

�■
第
２
条
（
再
任
）

　
議
長
及
び
副
議
長
は
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。

■
第
３
条
（
任
期
の
起
算
）

　
任
期
の
起
算
日
は
、
当
該

役
職
者
が
選
出
さ
れ
た
議
会

の
会
期
初
日
と
す
る
。
た
だ

し
、
議
員
任
期
の
更
新
に
伴

う
選
出
に
つ
い
て
は
、
改
選

後
最
初
の
臨
時
会
で
の
選
出

日
を
起
算
日
と
す
る
。

■
第
４
条
（
辞
任
・
欠
員
時

の
対
応
）

　
任
期
中
に
議
長
ま
た
は
副

議
長
が
辞
任
し
、
ま
た
は
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
欠
員
と

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

そ
の
後
任
を
選
出
す
る
。

　
後
任
者
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

�■
第
５
条
（
例
外
処
置
）

　
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、

議
員
の
話
し
合
い
に
よ
る
総

意
を
も
っ
て
任
期
の
延
長
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

�■
第
６
条
（
そ
の
他
）

１
、
こ
の
申
し
合
わ
せ
に
定

め
の
な
い
事
項
又
は
疑
義

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
議

員
の
協
議
の
上
総
意
を

も
っ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
、
こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項

の
変
更
ま
た
は
廃
止
を
行

う
場
合
も
、
議
員
の
協
議

に
よ
る
総
意
に
基
づ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

�附

　則

　
こ
の
申
し
合
わ
せ
は
、
令

和
７
年
９
月
４
日
か
ら
施
行

す
る
。

町
民
の
皆
様
へ

議会
運営

議会運営について

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

12月
次
回
定
例
会

 2 日（火）
12 日（金）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍聴す

ることができます。

 傍聴される方は、議会開催日に直接議場までお

越しください。受付簿に氏名など必要事項を記

入の上、傍聴してください。予約は不要で会議

中の入退室も自由です。

令和2年12月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中！

〇長野原町役場ホームページのトップページから

　「長野原町議会」⇒「動画配信」
　https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html
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声
を
届
け
て
ほ
し
い
。

に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
議
員
の
皆
様
や
猟
友

会
の
皆
様
、
警
察
の
皆
様
と

も
、
よ
り
一
層
し
っ
か
り
と

連
携
を
図
り
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
町
民
の
皆
様
が
安
心

　
　
　
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

町
か
ら
の
熱
い
応
援
と
力
強

い
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し

た
い
が
、
町
長
の
思
い
、
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
野
生
鳥
獣
に

　
　
　
よ
る
被
害
へ
の
支
援

な
の
か
、
住
民
の
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
な
の
か
、
あ
る
い
は

猟
友
会
に
対
す
る
補
助
な
の

か
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
町
と
し
て
金
銭
的
支

援
は
可
能
で
あ
る
。

　
補
助
金
の
増
額
が
根
本
的

な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
が

来
年
度
当
初
予
算
ま
で
に
野

生
鳥
獣
被
害
に
関
連
す
る
補

助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
し
、
来
年
３
月
の

議
会
に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
も
、
湯
本
議
員
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

行
動
で
町
民
の
皆
様
の
生
の

　
　
　
全
国
的
に
野
生
鳥
獣

　
　
　
に
よ
る
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
が
数
多
く
発
生
し

て
お
り
、
我
が
町
に
お
い
て

も
、
そ
の
被
害
に
加
え
、
高

齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
野
生
鳥
獣
の
被
害
対
策
を

さ
ら
に
拡
充
・
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
が
、

町
長
の
思
い
や
考
え
を
聞
き

た
い
。

　
　
　
町
長
　
野
生
鳥
獣
対

　
　
　
策
と
し
て
、
電
気
柵

な
ど
の
資
材
購
入
に
対
す
る

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
今

年
度
か
ら
は
音
波
に
よ
り
野

生
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
駆

逐
装
置
の
貸
し
出
し
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、

檻
や
罠
を
設
置
し
、
定
期
的

に
見
回
り
を
行
い
な
が
ら
、

捕
獲
・
駆
除
な
ど
を
進
め
て

い
る
。

　
最
近
で
は
、
サ
ル
の
目
撃

「安心して暮らせる町に」
野生鳥獣による農林業等
被害対策について

引
き
続
き
対
策
を
進
め
て
い
く

情
報
が
相
次
い
で
お
り
、
被

害
を
防
ぐ
た
め
サ
ル
を
追
い

払
う
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な
ど
の

資
材
を
無
料
で
配
布
し
て
い

る
。

　
　
　
地
域
住
民
の
皆
様
に

　
　
　
野
生
鳥
獣
の
生
態
等

に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
習

会
や
講
演
会
の
開
催
等
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
動
物
に
関
す

　
　
　
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
一

人
ひ
と
り
が
高
め
て
い
く
こ

と
は
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。
農
作
物
へ
の
被
害

対
策
も
重
要
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
人

の
命
を
守
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

　
様
々
な
動
物
に
対
す
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て

い
く
取
り
組
み
に
公
費
を
か

け
る
こ
と
は
、
非
常
に
良
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
野
生
鳥
獣
の
被
害
が
実
際

リテラシーとは

⇒ある特定の分野に関する知識やそれを効果的に活用する能力ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１４５１５ １４

考えを問う町の

湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

※一般質問は質問者の責任で編集されています。

　
平
素
よ
り
長
野
原
町
議
会

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

議
長
人
事
を
め
ぐ
っ
て
二
度

に
わ
た
り
不
信
任
決
議
が
提

出
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
支
障
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
し
、
正

常
な
議
会
運
営
を
取
り
戻
す

た
め
、
議
員
全
員
で
協
議
を

行
い
、
次
の
よ
う
な
方
向
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

①
黒
岩
議
長
は
、
令
和
８
年

５
月
臨
時
会
で
必
ず
辞
表

を
提
出
す
る
こ
と
。

②
議
長
・
副
議
長
の
任
期
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
慣

例
を
明
文
化
し
、
今
後
は

必
ず
守
る
こ
と
。
　

②
の
慣
例
の
明
文
化
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
長
野
原
町

議
会
議
長
・
副
議
長
任
期
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

�■
趣
旨

　
本
申
し
合
わ
せ
は
、
長
野

原
町
議
会
に
お
け
る
議
長
及

び
副
議
長
の
任
期
に
つ
い
て
、

透
明
性
と
公
平
性
を
確
保
し
、

議
会
運
営
の
円
滑
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

�■
第
１
条
（
任
期
）

　
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
任

期
は
原
則
２
年
と
し
、
任
期

終
了
時
に
辞
職
願
を
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

�■
第
２
条
（
再
任
）

　
議
長
及
び
副
議
長
は
、
再

任
を
妨
げ
な
い
。

■
第
３
条
（
任
期
の
起
算
）

　
任
期
の
起
算
日
は
、
当
該

役
職
者
が
選
出
さ
れ
た
議
会

の
会
期
初
日
と
す
る
。
た
だ

し
、
議
員
任
期
の
更
新
に
伴

う
選
出
に
つ
い
て
は
、
改
選

後
最
初
の
臨
時
会
で
の
選
出

日
を
起
算
日
と
す
る
。

■
第
４
条
（
辞
任
・
欠
員
時

の
対
応
）

　
任
期
中
に
議
長
ま
た
は
副

議
長
が
辞
任
し
、
ま
た
は
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
欠
員
と

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

そ
の
後
任
を
選
出
す
る
。

　
後
任
者
の
任
期
は
、
前
任

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

�■
第
５
条
（
例
外
処
置
）

　
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、

議
員
の
話
し
合
い
に
よ
る
総

意
を
も
っ
て
任
期
の
延
長
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

�■
第
６
条
（
そ
の
他
）

１
、
こ
の
申
し
合
わ
せ
に
定

め
の
な
い
事
項
又
は
疑
義

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
議

員
の
協
議
の
上
総
意
を

も
っ
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
、
こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項

の
変
更
ま
た
は
廃
止
を
行

う
場
合
も
、
議
員
の
協
議

に
よ
る
総
意
に
基
づ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

�附

　則

　
こ
の
申
し
合
わ
せ
は
、
令

和
７
年
９
月
４
日
か
ら
施
行

す
る
。

町
民
の
皆
様
へ

議会
運営

議会運営について

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

12月
次
回
定
例
会

 2 日（火）
12 日（金）

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍聴す

ることができます。

 傍聴される方は、議会開催日に直接議場までお

越しください。受付簿に氏名など必要事項を記

入の上、傍聴してください。予約は不要で会議

中の入退室も自由です。

令和2年12月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中！

〇長野原町役場ホームページのトップページから

　「長野原町議会」⇒「動画配信」
　https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html
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表紙：八ッ場ダム（詳細は16㌻）

草津温泉感謝祭

第31回長野原町老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会

群馬県防災ヘリコプター事故殉職者七周年追悼式

第３回おいでよ！きたかる夏まつり

西吾妻福祉病院組合の例月出納検査及び
決算審査

議会運営委員会

ANAホリデイ・インリゾート軽井沢視察

群馬県後期高齢者医療広域連合議会

長野原町民生医院推薦会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会

吾妻環境施設組合議会定例会

全国町村議会議長会主催広報研修会

2日

6日

10日

16日

20日

22日

25日

26日

27日

28日

長野原町戦没者追悼式

やまどり運動会

第100回アサマ・ミーティング

リンク＆モチベーション説明会

産業安全衛生大会

広報編集委員会

群馬県町村議会議長会理事会

地域公共交通活性化協議会

消防団秋季点検

中之条町町制70周年・六合合併15周年記念式典

令和７年度第２回吾妻地域保健医療対策協議会
及び第２回同協議会地域医療構想部会

3日

5日

6日

8日

14日

16日

19日

23日

８月

小口資金等融資審査会

議員懇談会

長野原町議会全員協議会

令和７年９月第３回長野原町議会定例会

第52回知的障害者福祉月間記念行事

浅間小学校運動会

令和７年９月第３回長野原町議会定例会２日目

中之条ビエンナーレグランドレセプション

令和７年９月第３回長野原町議会定例会３日目

応桑こども園運動会

中央こども園運動会

西吾妻暴力追放推進協議会令和７年度通常総会

令和７年度西吾妻地区ピース・マインド
連絡協議会定期総会

中央小学校運動会

群馬県町村議会議長主催広報研修会

西吾妻環境衛生施設組合議会

西吾妻環境施設組合議会

第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

令和７年６月第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

長野原中学校体育祭

4日

9日

10日

11日

12日

18日

19日

26日

27日

29日

30日

９月

10月

議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

編
集
後
記

　
八
ッ
場
ダ
ム
の
貯
水
率
が

15
％
ま
で
下
が
り
、
水
底
に
沈
ん

で
い
た
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
や
道
路
が

姿
を
現
し
ま
し
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。
往
時
を
し
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ば
せ
る
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景
に
感
慨
を
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え
る

一
方
、
カ
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ー
や
水
陸
両
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バ
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は
運
休
に
。
新
聞
や
テ
レ
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響
で
、
多
く
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方
が
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広報委員

表紙の写真
令和７年９月１日に不動大橋より撮影。JR吾妻線の旧線
跡が姿を現していました。


